
の上に木材を渡し、その上に枝を並べていることぐらいで、木組みを縄やツタなどで編んだ痕跡は見

られなかった。削り残された高まりの西側で出土した杭列との関係はよくわからないものの、そちら

を杭で堰き止めて流れが木組みの上を通るようにすれば上流から下流に向かう魚を捕らえることがで

きるのではないかと思われる。木組みの時期はヤナ状の木組み直上から出土した403～405(Fig.34)

が弥生時代から古墳時代前半の土器であったため（403・404は高坪の坪部、 405は弥生時代窒口縁部

である。）当初この舌状の高まりは古代の河川に削り残された弥生時代後半から古墳時代の河川底面

である可能性があると考えた。 3次調査で出土する木杭の時期が上流側の1次調査（弥生時代中期後半）

と異なる理由は、 1次調査区では弥生時代河川の埋没後に東側の寺島遺跡側を流れていた古代河川

が3次調査区で笠抜側に流れを変えたためであるが、削り残された（ヤナ状木組みが出土した箇所）部分

は弥生時代の河川底部が残った可能性を考えて慎重に遺物を取り上げたところ、ヤナの下で古代の須

恵器高台付坪（Fig.34 406）が出土して、弥生時代の遺構は完全に消失していることが判明した。

4）出土木器（Fig39 416・417) 暗灰色粘質土から2点の木器が出土した416は径47cm、厚さ 1cm 

の板で本来は円形を呈していたと思われる。端部に径4凹程の孔が2個ずつ聞いている。曲物の底板

と思われ、 2個ずつ開けられた孔は底板に側板を綴じるための組を通した孔と思われる。 417は木槌

で長さ26cm、槌部径7.6cm、握り部径3.7cmを測る。槌部先端が少し凹んでおり、これは藁打ちなど

に長期間使用した痕跡である。 2点とも暗灰粘質土から出土しており、中世後半と考えられる。

5）出土木杭（Fig.40～48 418～547 遺物番号はP62の表に基づく） 長さ30cm以上の杭は切断して

先端の尖らせた部分のみ実測した。断面図外側を囲む線は木の表面を削って加工している部分である

ことを示している。先端は全周を削って尖らした杭は少なく、 1/2～2/3を削って尖らせた杭がほと

んどである。時期的に古い I区杭列AやE区の杭列Fでは比較的全周加工した杭が多いが、それで

も先端に未加工部分が残る杭が目立つ。また、 I区杭列AとE区杭列Fでは削る部分が長い杭が多

いが、 E区やN区出土の中世以降と思われる杭は加工部分が短い。また古代～中世前半の杭は井堰に

伴うものと思われるが、中世後半以降は田の畦の土留め等の杭である可能性がある。

杭の樹種についてはパリノサーヴェイ株式会社の分析報告書を記載した。シイ属、アカガシ亜属、

クスノキ科など暖温帯常緑広葉樹林に属する種類が多いことから周辺にシイ属を主とした林があり、

そこから木材を調達していたと考えられる。樹種に関しては雑多な構成を示しており、特定の種を選

別したような様子はみられない。第1次調査で出土した弥生時代の井堰に伴う杭（の他建築材や農具）

の樹種同定については『笠抜遺跡 一第1・2次調査報告一』福岡市埋蔵文化財調査報告書752集に記

載されている。杭材についてはマテバシイ属、スダジイ、ツブラジイ、イスノキなど暖温帯常緑広葉

樹林を形成する常緑広葉樹なのは第3次調査で出土した杭と同じであり、その他のクリやスギにして

も、遺跡周辺に生えている樹種を利用しているしていることが判る。

3.小結 第1次調査から続く弥生時代中期後半の井堰群が出土すると予想して調査を開始したが、

調査の結果は、河川底面で古代の井堰とそれに伴う杭列群とヤナ状の木組み、そして河川埋没途中で

中世～近世の杭列を確認した。弥生時代の河川が粗砂に埋没した後は岸から離れていた流路が古代～

中世前半にかけて流れを変えて3次調査区の岸側に寄ったためで、第1次調査C区の台地北西端は

不自然に屈曲しているが、これは今回検出した古代河川による削平である可能性があり、古代の河川

が第1次調査西側で谷の中央部から直進して笠抜遺跡側に接近したため、 3次調査では全域が古代河

川の流域に入ったものと思われる。その後中世中頃にまた埋没した後は流路はまた岸から離れてしまい、

3次調査区は水田として利用されている。谷の寺島遺跡側に付いてはよく判っていないが、現用水の

北側には同様の遺構が遺存している可能性がある。
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4.宣抜遺跡出土木材の樹種同定調査 パリノ・サーウ。ェイ株式会社

はじめに

今回の分析調査では、福岡市笠抜遺跡から出土した古代～中世の杭材を中心とした木材を対象として、木

材利用や古植生に関する資料を得るために樹種同定を実施する。

1.試料試料は、出土した杭材など90点（試料番号1-90）である。いずれも輪切り等の状態で送付されている。

2.分析方法 各試料から1cm角程度の木片を採取する。剃万の刃を用いて、木片から木口（横断面）・柾目

（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の徒手切片を作製し、ガム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム

粉末，グリセリン，蒸留水の混合液）で封入し、フレパラートを作製する。生物顕微鏡で木材組織の種類や配列

を観察し、その特徴を現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較し

て種類を同定する。なお、木材組織の名称や特徴については、島地・伊東（1982）、 Wheeler他（1998）、 Richter

他（2006）を参考にする。また、日本産木材の組織配列については、林（1991）や伊東（1995, 1996, 1997, 1998, 1999) 

を参考にする。

3.結果 樹種同定結果を表1に示す。針葉樹2分類群（マツ属複維管束E属・イヌガヤ）、広葉樹21分類群
（コナラ属アカガシE属・クリ・ツブラジイ・スダジイ・ムクノキ・エノキ属・シキミ・クスノキ科・ツバキ属・サカキ・ヒ
サカキ・ユズリハ属・センダン・モチノキ属・ツゲ・クスドイゲ－ネジキ・カンザブロウノキ近似種・ハイノ

キ属ハイノキ節・ヒトツバタゴ・スイカズラ属）とイネ科タケE科に同定された。各分類群の解剖学的特徴等を記す。
・マツ属複維管束E属（Prussubgen. Diploxy附，） マツ科
軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩やか

で、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は、仮道管、柔細胞、水平樹脂道、エピ

セリウム細胞で構成される。分野壁孔は窓状となる。放射仮道管内壁には鋸歯状の突起が認められる。放射

組織は単列、 1-15細胞高。

－イヌガヤ（Cephalotaxus harringtonia (K吋ght)K. Koch f.) イヌガヤ科イヌガヤ属

軸方向組織は仮道管と樹指細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか。仮道管内

壁にはらせん肥厚が認められる。樹脂細胞は早材部および晩材部に散在する。放射組織は柔細胞のみで構

成され、分野壁孔はヒノキ型で1分野！こ1・2個。放射組織は単列、 1-10細胞高。

－コナラ属アカガシ亜属（Quercussubgen. Cyclobalanopsis) ブナ科

放射孔材で、管壁厚は中庸～厚く、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列する。放射組織は向性、単列、 1-15細胞高のものと複合放射組織とがある。

－クリ（Castaneacrenata Sieb. et Zucc.) ブナ科クリ属

環孔材で、孔園部は2-3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1-15細胞高。

－ツブラジイ（Castanopsis c凶 pidata(Thぱt>erg)Schottky) ブナ科シイ属

環孔性放射孔材で、道管は接線方向に1-2個幅で放射方向に配列する。孔園部は3-4列、孔圏外で急激

に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交E状に配列する。放射
組織は向性、単列、 1-20細胞高のものと集合～複合放射組織とがある。

・スダジイ（Castanopsiscuspidata var. sieboldi (Makino) Nakai) ブナ科シイ属

環孔性放射孔材で、道管は接線方向に1-2個幅で放射方向に配列する。孔園部は3-4列、孔圏外で急激

に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射

組織は向性、単列、 1-20細胞高。

－ムクノキ（Aphanantheaspera (Thunb.）門街、chon) ニレ科ムクノキ属

散孔材で、横断面では角張った楕円形、単独または2-3個が放射方向に複合して散在する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、 1・4細胞幅、 1・20細胞高。柔組織は周囲状およびターミ

ナル状。 なお、試料番号67は、組織配列からムクノキの可能性が高いが、保存が悪いために断定できず、

近似種とした。

－エノキ属（Celtis) ニレ科

環孔材で、孔園部は1列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち、塊状に複合して接線・斜方向に配列し、

年輪界に向かつて径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚

が認められる。放射組織は異性、 1-5細胞幅、 1・30細胞高で鞘細胞が認められる。

－シキミ (lmciumanisatum L.) シキミ科シキミ属
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散孔材で、管壁厚は中庸～薄く、横断面では多角形、単独または2-4個が複合して散在する。道管の分布

密度は高い。道管は階段穿孔を有し、壁孔は階段状～対列状に配列、道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は異性、 1・3細胞帽、 1・20細胞高。

－クスノキ科（Lauraceae)

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独または2-3個が放射方向に複合して散在する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、 1-2細胞幅、 1-20細胞高。柔組織は周囲

状および散在状。柔細胞には油細胞が認められる。

－ツバキ属（Camellia) ツバキ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形～角張った楕円形、単独および2-3個が複合して散在し、年輪

界に向かつて径を漸減させる。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性、

1-3細胞幅、 1-20細胞高。

－サカキ（Cleyera japonica刊1Urbergpro parte emend. Sieb. et Zucc.) ツバキ科サカキ属

散孔材で、小径の道管が単独または2-3個が複合して散在し、年輪界に向かつて径を漸減させる。道管の

分布密度は高い。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性、単ヲIJ、1-20細

胞高。

－ヒサカキ（Euryajaponica Thunberg) ツバキ科ヒサカキ属

散孔材で管壁は薄く、横断面では多角形、単独または2-3個が複合して散在する。道管は階段穿孔を有し、

壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性、 1-5細胞幅、 1-40細胞高で、単列の組織が多い。

－ユズリハ属（D叩hniphyllum) トウダイグサ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形、単独および2・3個が複合して散在する。道管の分布密度は比

較的高い。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性、 1-2細胞幅、 1-30細

胞高で、時に上下に連結する。

－センダン（Meliaazedarach L var. subtripimata Mi叩el) センダン科センダン属

環孔材で、孔園部は3-5列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち、単独または2-6個が複合して配列し、

年輪界に向かつて径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚

が認められる。放射組織は向性、 1-4細胞幅、 1-30細胞高。柔組織は周囲状、ターミナル状および帯状。

－モチノキ属（llex) モチノキ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形、単独または2-6個が複合して散在する。道管は階段穿孔を有

し、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、 1-5細胞幅、 1-40細胞高。

－ツゲ（Buxusmicraphylla Sieb. et Zucc. var. japonica (Muell.Arg沢ehd.etWils) ツゲ科ツゲ属

散孔材で、道管径は極めて小径、管壁は厚～中庸で、績断面では角張った楕円形、単独または2・3個が複

合して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性、 1-2細胞幅、

1 30細胞高。

・クスドイゲ（Xylosmaconges加m(Lour.)Merr.) イイギリ科クスドイゲ属

散孔材で、小径の道管が単独または2-6（時に10個以上）が放射方向に複合して散在する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。肱射組織は異性、 1・2細胞幅、 1・20細胞

高で、時に上下に連結する。放射組織は単列部と2列の部分とで幅にあまり違いがない。

－ネジキ（Lyoniaovalifolia (Wall.) Drude Subsp. neziki Hara) ツツジ科ネジキ属

散孔材で、管壁は中庸、横断面では角張った円形～多角形、ほほ単独で散在し、年輪界に向かつて径を漸

減させる。道管は階段穿孔を有している。放射組織は異性、 1-3細胞幅、 1-30細胞高で、辺縁部に直立細胞

からなる長い単列翼部をもっ。

・カンザブロウノキ近似種（Symplocoscf. tt官叩hrastifoliaSieb. et Zucc.) ハイノキ科ハイノキ属
散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形～角張った楕円形、ほぼ単独で散在する。道管は階段穿孔を有

する。放射組織は異性、 1-8細胞帽、 1-70細胞高。

放射組織の大きさから、ハイノキ属の中でもカンザブロウノキの可能性が高いが、断定できず近似種とした。

・ハイノキ属ハイノキ節（Symplocossect. Lodhra) ハイノキ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形～角張った楕円形、単独および2-4個が複合して散在し、年輪

界に向かつて径を漸減させる。道管は階段穿孔を有する。放射組織は異性、 1-3細胞幅、 1-20細胞高。

－ヒトツパタゴ（Chionantt"usretusus Lindi. et Paxton) モクセイ科ヒトツバタゴ属
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試料は年輪幅が狭く、晩材部の道管配列の様子の観察が不十分である。環孔材で、孔園部は 1列、孔圏外

では急激に管径を減じた小道管が複合して配列する。道管は単穿孔を有する。放射組織は向性、ト2細胞帽、

1・15細胞高。

・スイカズラ属（Lonicera) スイカズラ科

散孔材で、小径の道管が単独または4-5個が複合して散在する。道管の分布密度は高い。道管は単穿孔

および階段穿孔を有する。放射組織は異性、 1-3細胞幅、 1-20細胞高。

－イネ科タケE科（Gramneaesubfarn. Bambusoideae) 
原生木部の小径の道管の左右に1対の大型の道管があり、その外側に師部細胞がある。これらを厚壁の

繊維細胞（維管束鞘）が囲んで維管束を形成するが、繊維細胞は放射方向に広く、接線方向に狭いため、全体

として放射方向に長い楕円形～菱形となる。維管束は柔組織中に散在し、不斉中心柱をなす。

試料は、節が2条になる特徴から、マダケ属と考えられる。

4.考察

杭材などの木材には、合計24分類群が確認され、シイ属（ツブラジイ・スダジイ）、アカガシE属、クスノキ科、
サカキ、センダン、ハイノキ節などが比較的多い。調査区・遺構別の種類構成を表2に示す。

l区では杭列A～Eの杭材41点があり、杭列Aの試料が28点で約3/4を占めている。杭列Aでは、 28

点に13分類群が認められ、シイ属やセンダンが比較的多いが、試料数に対して種類数が多く、雑多な種類構

成となっている。杭材は、暖温帯常緑広葉樹林を構成する種類が多いことから、周囲にシイ属を主とした常緑

広葉樹林がみられ、そこから木材を得たことが推定される。杭材はほとんどが芯持丸木であるが、ミカン割材も

1点認められ、落葉広葉樹で、強度・耐朽性の高いクリに同定されている。クリは二次林などに生育し、他の種

類とは生育環境が異なることから、他の木材と由来が異なる可能性がある。杭列B～Eは点数が少ないが、確

認された種類はほとんどが杭列Aで確認されていることから、同様の木材利用が推定される。

H区では、杭列Fと杭列Gで合計14点があり、このうち12点が杭列Eの試料である。杭列Eでは、 12点

Iこ8分類群が認められ、点数に対して種類数が多い。 Ill区についても、杭列Hの6点lこ5分類群が認められ、
試料数に対して種類数が多い結果となっている。これらの杭材には、 l区とほぼ同じ種類が利用されているこ

とから、同様の木材利用が推定される。

IV区の試料は、ヤナと考えられる試料や河川の中層・下層から出土した試料があるが、多くは出土状況や

用途の詳細が不明である。ヤナと考えられる試料はムクノキに同定された。ムクノキは l～Ill区の試料に認め

られていないが、暖温帯の沖積地に生育する種類であることから、本遺跡周辺に生育していた可能性がある。

河川中層の試料は、針葉樹の複維管束E属であった。複維管束直属にはアカマツとクロマツがあり、いずれも
痩せた土地でも生育可能である。一方河川下層から出土したヒトツパタゴは、現在は愛知県・岐阜県・長野県

の一部と対馬に生育する落葉広葉樹であり、福岡県内には自生していない。下層から出土していることから、

最終氷期等の古い木材化石に由来する可能性がある。この点については、今後年代測定を実施して確認する

必要がある。その他の木材は、由来・用途不明であるが、シイ属などの常緑広葉樹が多い結果は l～Ill区の

杭材と同様であり、周囲に生育していた樹木に由来する可能性がある。
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シキミ 2 1 1 4 
クスノキ科 4 3 7 

ツバキ属 1 1 1 3 

サカキ 1 4 1 1 7 

ヒサカキ 1 

ユズリハ属 1 1 1 1 4 

センダン 5 2 7 
モチノキ属 1 1 

ツゲ 1 

クスドイゲ 1 1 2 

ネジキ 2 1 3 

カンザブロウノキ近似種 1 

ハイノキ節 2 2 1 5 

ヒトツ1,11ゴ 1 1 

一一λず克去三贋L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一J一一－＿，ーーその他
タケE科 1 1 

合計 28 1 8 3 1 12 2 6 1 1 1 26 90 
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PL.1 木材（1)

3a 

1 .マツ属複維管束E属（試料番号56)
2.イヌガヤ（試料番号62)
3.コナラ属アカガシE属（試料番号27)
a：木口， b：柾目， c：板目

3c 

・・・・・ 300μ.m:3a 
- 200μ.m:1-2a,3b,c 

－ーーーーーーーー 100μ.m:1-Zb,c 
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PL.2 木材（2)

4.クリ（試料番号1) 
5.ツブラジイ（試料番号85)
6.スダジイ（試料番号54)
a：木口， b：柾目， c：板目

・・・・・・ 300ttm:a 
ーーーーーーーー 200ttm:b,c 
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PL.3 木材（3)

7.ムクノキ（試料番号75)
8.エノキ属（試料番号45)
9.シキミ（試料番号17)
a：木口， b：柾目， c：板目

・・・・・ 30⑪μ.m:a 
ーーーーーーーー－ 200μ.m:b,c 
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PL.4 木材（4)

ル必叫間的＼c.ぜい

10.クスノキ科（試料番号52)
11 .ツバキ属（試料番号82)
12.サカキ（試料番号84)
a：木口， b：柾目， c：板目

・・・・・ 300μ.m:a 
ーーーーーーー－ 200μ.m:b,c 
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PL.5 木材（S)

1 Sa I.' 

13.ヒサカキ（試料番号90)
14ユズリハ属（試料番号41)
15.センダン（試料番号63)
a：木口， b：柾目， c：板目

-67 -

15c 

・・・・・ 300μ.m:a 
ーーーーーーー－ 200μ.m:b,c 



PL.6 

16.モチノキ属（試料番号66)
17.ツゲ（試料番号89)
18.クスドイゲ（試料番号55)
a：木口， b：柾目， c：板目

・・・・・・ 300ttm:a 
ーーーーーーー－ 200ttm:b,c 
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PL.7 木材（7)

19.ネジキ（試料番号3)
20.カンザブロウノキ近似種（試料番号39)
21.ハイノキ属ハイノキ節（試料番号65)
a：木口， b：柾目， c：板目

・・・・・ 300μ.m:a 
ーーーーーーー－ 200μ.m:b,c 
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PL.8 木材（8)

22.ヒトツバタゴ（試料番号76) a：木口， b：柾目， C
23.スイカズラ属（試料番号68) a：木口， b：柾目， C
24.イネ科タケE科（試料番号57) 横断面

-70 -

・・・・・・ 300 μ. m:22-23a,24 
－ーーーーーー－ 200μ.m:22-23b,c 




